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問
題
で
あ
り
、
第
二
は
、 ー
生
活
水
準
低
下
理
論
①
一
九
一
七
年
ソ
同
盟
が
社
会
主
義
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
て
以
来
、
歴
史
は
全
般
的
危
機
の
段
階
に
は
い
っ
た
。
こ
れ
は
さ
ら
に
第
二
次
大
戦
後
、
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
の
成
立
と
い
う
新
ら
し
い
歴
史
的
段
階
を
み
ち
び
き
、
現
在
で
は
、
社
会
主
義
経
済
の
急
速
な
成
長
は
ま
す
ま
す
無
視
で
き
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
段
階
に
お
い
て
、
社
会
主
義
経
済
制
度
の
資
本
主
義
経
済
制
度
に
対
す
る
優
越
性
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
学
者
は
、
次
の
二
点
を
そ
の
攻
撃
の
論
拠
と
し
て
い
る
。
第
一
は
、
「
重
工
業
化
偏
重
の
結
果
、
軽
工
業
・
農
業
の
発
展
が
い
ち
ぢ
る
し
く
遅
れ
、
人
民
の
生
活
水
準
は
上
昇
し
得
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ーヽ、
展
と
統
計
に
関
す
る
反
批
判
に
よ
っ
て
、
説
得
力
を
減
じ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
議
会
合
同
経
済
委
員
会
編
「
ソ
連
の
経
ま
え
が
き
「
統
計
的
バ
イ
ア
ス
」
の
問
題
は
、
現
実
の
無
視
し
が
た
い
社
会
主
義
経
済
の
発
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
の
批
判
I
杉
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
本
「
統
計
的
バ
イ
ア
ス
」
の
昭
五
0
七
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社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
る
学
者
が
い
る
。
心
テ
ー
マ
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
全
く
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
五
近
代
経
済
学
の
立
場
に
立
つ
学
者
は
、
或
る
者
「
ソ
連
の
経
済
成
長
は
、
ソ
連
国
民
済
成
長
」
は
、
「
西
方
諸
国
の
専
門
家
の
一
致
し
た
意
見
に
よ
る
と
、
の
大
き
な
犠
牲
の
上
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
、
•
ノ3
 
ら
恩
恵
を
う
け
な
か
っ
た
」
。
す
な
わ
ち
こ
の
点
こ
そ
、
ノヽ4
 
り
所
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
）
 
2
 
ソ
連
の
デ
ー
タ
は
、
十
分
警
戒
し
て
使
う
な
ら
ば
役
に
立
つ
」
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
現
在
で
は
「
重
工
業
化
に
よ
る
生
活
水
準
の
低
下
」
は
、
社
会
主
義
化
が
必
然
的
に
と
も
な
う
、
社
会
主
義
開
発
方
式
の
致
命
的
欠
陥
で
あ
る
と
し
て
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
ソ
連
国
民
は
大
工
場
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ほ
と
ん
ど
何
社
会
主
義
経
済
制
度
の
優
位
を
否
定
し
よ
う
と
意
図
す
る
学
者
の
最
後
の
拠
②
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
変
貌
の
最
も
重
要
な
特
徴
の
一
っ
は
、
植
民
地
・
後
進
国
の
独
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
後
進
国
開
発
理
論
」
と
し
て
、
先
進
国
、
後
進
国
を
と
わ
と
も
な
っ
て
生
じ
た
経
済
開
発
と
経
済
発
展
の
方
向
に
関
す
る
問
題
が
、
ず
数
多
く
の
研
究
を
よ
び
お
こ
し
た
。
今
後
の
世
界
史
の
動
向
の
鍵
を
握
る
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
経
済
理
論
上
ま
た
経
済
政
策
上
中
こ
の
場
合
、
は
、
開
発
方
式
と
し
て
農
業
特
化
を
主
張
し
、
ま
た
或
る
者
は
工
業
化
を
認
め
な
が
ら
も
古
典
的
な
資
本
主
義
発
展
の
道
で
あ
っ
た
軽
工
業
か
ら
の
出
発
を
要
求
し
て
い
る
。
他
方
、
こ
れ
ら
の
学
者
に
対
立
し
て
、
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
に
よ
る
開
発
を
主
張
す
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
、
ド
ッ
プ
な
ど
が
そ
の
代
表
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
場
合
注
目
す
べ
き
点
の
一
っ
は
、
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
、
ド
ッ
プ
と
も
に
、
消
費
の
、
更
に
は
生
活
水
準
の
視
角
か
ら
み
て
も
重
工
業
開
発
方
式
が
有
利
で
あ
る
こ
と
を
8
 
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
重
工
業
化
に
よ
る
開
発
方
式
と
生
活
水
準
の
向
上
と
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
普
通
な
さ
れ
て
い
る
つ
ぎ
の
ご
と
き
見
解
、
つ
ま
り
高
い
投
資
率
は
意
識
的
に
生
活
，
 
水
準
の
引
き
下
げ
と
い
う
犠
牲
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
実
際
に
は
根
拠
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
。
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つ
い
で
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
の
概
算
を
借
用
す
る
に
こ
の
よ
う
に
重
工
業
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
生
活
水
準
の
動
向
と
の
関
係
は
、
社
会
主
義
開
発
方
式
に
関
し
て
理
論
的
・
実
践
的
に
義
開
発
方
式
と
生
活
水
準
の
向
上
と
が
矛
盾
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
よ
う
と
思
う
。
つ
い
で
人
民
民
主
主
義
諸
国
の
も
っ
と
も
対
立
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
課
題
の
―
つ
で
あ
る
。
以
下
、
小
論
で
ほ
、
ソ
同
盟
の
場
合
、
゜
ー
場
合
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ッ
プ
お
よ
び
、
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
の
理
論
の
正
し
さ
、
す
な
わ
ち
重
工
業
化
1
1
社
会
主
社
会
主
義
国
の
重
工
業
化
政
策
は
人
民
の
生
活
水
準
を
犠
牲
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
、
と
非
難
す
る
学
者
が
常
に
念
頭
に
お
い
て
き
た
の
は
ソ
同
盟
の
場
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
ま
ず
社
会
主
義
国
に
お
け
る
生
活
水
準
と
い
う
概
念
の
も
つ
内
容
を
規
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
生
活
水
準
は
物
質
生
活
の
水
準
と
文
化
生
活
の
水
準
の
二
つ
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
物
質
生
活
の
水
準
に
は
、
実
質
賃
金
を
基
礎
と
し
て
、
書
館
、
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
と
企
業
が
人
民
に
あ
た
え
て
い
る
無
料
の
文
化
•
生
活
施
設
、
年
金
、
補
助
金
、
奨
学
金
、
社
会
保
険
、
社
会
保
障
費
な
ど
が
当
然
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
。
ま
た
国
家
に
よ
る
住
宅
建
設
、
無
料
で
医
療
を
お
こ
な
う
国
営
の
保
健
制
度
な
ど
が
人
民
の
物
質
生
活
に
影
響
を
あ
た
え
る
。
つ
ぎ
に
文
化
生
活
の
水
準
と
い
う
内
容
に
は
、
無
償
教
育
、
お
よ
び
学
校
、
図
ク
ラ
プ
な
ど
の
文
化
・
教
育
施
設
の
た
え
ま
な
い
拡
大
、
出
版
物
発
行
の
増
大
、
研
究
機
関
の
発
展
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
活
水
準
の
動
向
と
い
う
場
合
に
は
こ
れ
ら
多
く
の
要
素
を
考
え
あ
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
諸
要
素
を
す
べ
て
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
上
ソ
同
盟
の
重
工
業
化
に
と
も
な
う
生
活
水
準
の
動
向
（
第
一
次
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
期
の
そ
れ
）
を
研
究
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
も
っ
と
も
中
心
的
な
指
標
と
な
る
実
質
賃
金
（
し
た
が
っ
て
ま
た
実
質
所
得
）
す
ら
、
生
計
費
指
数
、
物
価
指
数
統
計
が
ま
っ
た
＜
欠
除
し
て
い
る
た
め
に
計
算
で
き
な
い
と
い
う
資
料
面
の
制
約
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
ソ
同
盟
の
公
表
結
果
を
示
し
、
社
会
主
義
開
発
方
式
11
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
五
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社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
ペ
ト
ゥ
レ
ー
ム
の
計
算
に
よ
る
と
、
五
一
九
二
八
ー
一
九
四
0
年
に
実
質
賃
金
は
五
五
彩
以
上
増
加
し
た
こ
と
ま
た
一
六
と
ど
め
、
種
々
の
間
接
指
標
に
よ
っ
て
こ
の
期
の
生
活
水
準
の
趨
勢
を
み
る
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
「
経
済
学
教
科
書
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ソ
同
盟
の
勤
労
者
の
実
質
所
得
（
す
な
わ
ち
、
価
格
の
変
動
を
考
慮
し
て
計
算
さ
れ
た
所
得
）
は
、
働
き
手
一
人
あ
た
り
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
ふ
え
た
。
一
九
四
0
年
に
は
、
一
九
一
三
年
に
く
ら
ぺ
て
、
労
働
者
に
つ
い
て
は
失
業
が
一
掃
さ
れ
た
こ
と
を
計
算
に
い
れ
る
と
（
失
業
者
の
生
活
を
維
持
す
る
費
用
を
、
労
働
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
階
級
全
体
の
実
質
賃
金
が
ひ
き
さ
げ
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
筆
者
注
）
三
倍
以
上
に
、
農
民
に
つ
い
て
は
約
三
・
五
倍
に
ふ
え
た
。
」
「
社
会
保
険
と
、
企
業
の
純
収
入
（
利
潤
）
の
う
ち
労
働
者
の
生
活
改
善
の
基
金
に
さ
し
ひ
い
た
分
と
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
実
質
賃
金
は
、
す
で
に
一
九
三
0
年
に
は
、
4
5
 
1
1
七
彩
に
ふ
え
た
。
」
な
ど
を
含
め
て
三
•
四
倍
、
一
九
一
三
年
の
水
準
に
く
ら
べ
て
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
四
0
年
の
成
果
」
は
、
わ
ず
か
に
一
九
一
三
年
と
比
較
し
た
一
九
五
六
年
の
労
働
者
と
農
民
の
実
質
賃
金
指
数
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
工
業
お
よ
び
建
築
労
働
者
の
場
合
、
国
家
か
ら
の
恩
給
と
手
当
失
業
者
の
一
掃
を
考
慮
す
る
と
三
・
七
倍
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
も
考
え
る
と
四
・
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
農
民
の
場
合
は
四
倍
か
ら
六
倍
（
各
種
所
得
の
算
入
方
法
に
よ
り
こ
と
な
る
。
筆
者
注
）
と
い
う
指
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
指
数
に
よ
っ
て
は
、
重
工
業
化
過
程
の
初
期
段
階
で
あ
る
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
遂
行
過
程
の
実
質
賃
金
（
実
費
所
得
）
に
つ
い
て
は
何
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ペ
ト
ゥ
レ
ー
ム
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
実
質
賃
金
の
上
昇
を
計
算
，
 
ー
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
一
九
二
八
／
九
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
至
る
二
つ
の
五
ヵ
年
計
画
期
間
に
二
五
彩
の
上
昇
が
あ
っ
た
と
し
、
つ
い
で
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
0
年
ま
で
に
実
質
賃
金
の
き
わ
め
て
顕
著
な
改
善
が
記
録
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
の
上
昇
率
を
―
―
―゚
2
 
0
彩
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
「
工
業
化
政
策
が
そ
の
成
果
を
第
三
次
五
カ
年
計
画
以
後
消
費
面
で
も
も
た
ら
し
は
じ
め
た
」
と
主
496 
に
な
る
。
ま
た
、
2
 
一
九
二
七
／
八
年
に
は
戦
前
に
く
ら
べ
て
実
質
賃
金
は
三
0
彩
高
か
っ
た
と
い
う
グ
リ
ン
コ
の
計
算
、
さ
ら
に
一
九
2
 
2
 
0
五
ー
一
九
0
九
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
実
質
賃
金
は
約
五
0
彩
増
大
し
て
い
る
と
い
う
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
計
算
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
の
計
算
を
つ
ぎ
た
し
て
も
、
経
済
学
教
科
書
の
数
字
と
は
大
き
く
乖
離
し
た
価
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
の
計
算
に
も
計
算
基
準
と
な
る
基
礎
資
料
、
導
入
さ
れ
て
い
る
要
素
が
ま
っ
た
＜
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
分
析
を
す
す
以
上
の
よ
う
に
計
算
結
果
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
「
一
九
五
五
年
の
ソ
連
の
生
活
水
準
は
…
…
計
画
経
済
の
2
 
第
一
年
度
だ
っ
た
一
九
二
八
年
よ
り
か
な
ら
ず
し
も
高
い
と
い
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
主
張
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
ら
わ
れ
て
も
別
段
驚
く
以
下
私
は
、
若
干
の
間
接
的
な
指
標
に
よ
っ
て
、
生
活
水
準
が
第
一
次
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
期
1
重
工
業
化
の
初
期
の
段
階
に
上
よ
う
と
思
う
。
第
一
図
は
一
九
―
―
―
一
年
か
ら
一
九
四
0
年
ま
で
の
国
民
所
得
の
動
き
を
絶
対
額
（
不
変
価
格
で
）
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
図
は
一
九
一
三
年
を
基
準
と
す
る
（
一
九
一
三
1
1
1
0
0
)
国
民
所
得
の
成
長
、
な
ら
び
に
人
口
増
加
の
動
態
を
グ
ラ
フ
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
九
二
七
年
（
正
確
に
は
一
九
二
六
年
）
に
は
す
で
に
一
九
ニ
―
一
年
の
国
民
所
得
を
凌
駕
し
、
一
九
一
三
年
の
そ
れ
の
二
倍
に
達
し
、
そ
の
後
急
速
に
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
二
八
年
を
基
準
と
し
て
も
、
す
で
に
一
九
三
三
年
に
は
倍
増
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
九
四
0
年
に
は
五
倍
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
人
口
は
一
九
一
三
年
の
一
億
四
千
万
か
ら
一
九
二
六
年
に
は
一
億
四
千
七
百
万
へ
と
六
劣
ふ
え
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
が
開
始
さ
れ
る
一
九
三
二
年
に
は
、
昇
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
（
成
長
の
度
合
は
明
確
で
な
い
と
し
て
も
）
、
一
九
三
九
年
に
は
一
億
七
千
生
活
水
準
低
下
の
主
張
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
こ
と
は
な
い
。
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
主
義
開
発
方
式
1重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
五
四
~97 
0
億
ル
ー
ブ
リ
で
あ
っ
た
の
が
、
第一図 ソ同盟における国民所得の動態（億ルーブリ）
社
会
主
義
開
発
方
式
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
1邑/L-7"リ1千変1面裕
閂出所． A．MAAXbEP知 H屈 LOII叫 H心恥oaCCC~ 
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竺
次
号
五
＇
計
画
問
年
臼
次
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第二図 ソ同盟における国民所得の動態 (1913=100)
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み
る
と
、
五
五
的
・
文
化
的
要
求
に
対
す
る
支
出
を
百
万
弱
へ
と
一
九
―
―
―
―
年
の
そ
れ
を
資
金
よ
り
支
払
わ
れ
る
社
会
保
険
、
奨
学
金
、
医
療
費
な
ど
人
民
の
社
会
一
九
二
七
／
二
八
年
に
二
一
九
三
七
年
に
は
三
二
0
億
ル
ー
プ
リ
ヘ
と
一
六
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
九
四
0
年
に
は
4
 
2
 
四
二
0
億
ル
ー
ブ
リ
ヘ
と
ニ
―
倍
(
-
九
二
七
／
二
八
1
1
1
0
0
)
に
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
第
三
の
指
標
と
し
て
あ
げ
た
預
金
者
数
な
ら
び
に
預
金
高
の
増
大
も
生
活
水
準
向
上
の
一
側
面
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
つ
ぎ
に
国
家
予
算
あ
る
い
は
企
業
二
図
が
明
確
に
示
し
て
い
る
。
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
第
ニ
八
年
で
あ
り
、
そ
の
後
は
飛
躍
的
ニ
―
一
年
の
水
準
に
達
し
た
の
は
一
九
せ
る
と
一
人
当
り
国
民
所
得
が
一
九
て
い
る
。
人
口
の
増
大
を
考
え
あ
わ
準
に
す
れ
ば
同
じ
く
一
六
形
増
加
し
二
三
形
こ
え
、
又
一
九
二
六
年
を
基
“98 
第 図 第 表
ソ同盟の生活必需品生産量の動態
（但し，各商品の成長の度合を示すにと
どまり商品相互間の比較は行えなし、 ） 
食肉
絹縞
綿繕暉
五
八
ー
五
九
ペ
ー
ジ
出
所
ソ
連
国
民
経
済
統
計
集
ソヴェトにおける銀行預金の動態
~119切／28
預金者数（千人） I3523 111346 
預金 額
(100万ループリ)| 213 I 
出所 「ソヴェト政権40年の成果」
331ページ
る。 （
第
一
表
）
。
リ
ン
コ
の
言
葉
が
こ
の
こ
と
の
裏
づ
け
と
し
て
役
立
す
な
わ
ち
一
九
四
0
年
に
は
（
一
九
二
七
／
二
八
年
1
1
1
0
0
)、
預
金
者
数
は
四
・
九
倍
、
預
金
5
 
2
 
つ
ぎ
に
生
活
必
需
品
の
生
産
数
量
の
動
き
を
第
三
図
と
し
て
か
か
げ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
さ
き
に
の
べ
た
人
口
増
加
率
を
考
慮
し
た
場
合
、
完
全
に
（
毛
織
物
を
除
く
）
九
一
三
年
水
準
に
達
し
た
の
は
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
が
お
わ
っ
た
一
九
三
七
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
又
一
九
三
七
年
を
一
九
三
二
年
と
く
ら
べ
る
と
、
そ
の
生
産
の
増
大
は
疑
い
え
な
い
も
の
が
あ
一
九
三
二
年
を
一
九
二
八
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
農
村
に
直
接
関
係
を
も
つ
織
物
類
、
食
肉
、
砂
糖
、
動
物
性
油
脂
の
諸
商
品
は
低
落
し
、
他
の
工
業
製
品
は
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
農
産
物
関
係
商
品
の
低
落
は
、
6
 
ー
一
九
三
二
年
度
の
生
産
減
退
と
、
亜麻喧舟
紙
絹縮物
1('9-A._ 
乳製品
一
九
三
〇
一
九
二
八
年
以
9ヽ’7
 
2
 
箕
後
お
こ
な
わ
れ
た
農
業
集
団
化
に
と
も
な
う
動
揺
が
＂̂u
 
4
 
1
ひ
き
お
こ
し
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
3
 
32
い
。
す
な
わ
ち
一
九
三
二
年
統
計
に
示
さ
れ
て
い
る
co 
生
活
必
需
品
生
産
の
停
滞
は
、
直
接
重
工
業
化
に
と
2
 
19 も
な
っ
て
生
じ
た
消
費
財
生
産
の
停
滞
と
み
な
す
こ
13 
19 
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
、
ド
ッ
ブ
と
グ
額
は
同
じ
く
三
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。
1940 
7253 
社
会
主
義
開
発
方
式
1重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
一
人
あ
た
り
生
産
量
が
五
六
499 
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
五
七
つ
で
あ
ろ
う
。
「
注
目
す
べ
き
こ
と
は
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
の
当
初
の
計
画
が
こ
の
五
ヵ
年
の
高
い
投
資
水
準
の
結
果
と
し
て
消
費
水
8
 
2
 
準
の
減
少
が
お
こ
る
こ
と
を
決
し
て
予
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」
「
都
市
人
ロ
一
人
当
り
の
実
質
収
入
は
五
一
彩
、
，
 
そ
し
て
農
村
人
口
の
そ
れ
は
五
二
彩
増
加
す
る
筈
で
あ
る
。
」
す
な
わ
ち
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
の
期
間
に
お
け
る
消
費
財
生
産
の
若
干
の
減
少
は
、
さ
き
の
特
殊
要
因
に
そ
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
減
退
は
決
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
必
然
的
な
も
以
上
、
国
民
所
得
、
国
家
支
出
、
預
金
、
消
費
財
生
産
量
な
ど
の
諸
指
標
に
よ
っ
て
、
生
活
水
準
の
動
向
を
間
接
的
に
裏
づ
け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
指
標
か
ら
も
、
生
活
水
準
の
上
昇
傾
向
を
見
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
作
意
的
な
操
作
に
よ
ら
な
い
限
り
、
こ
の
結
論
は
動
か
し
え
な
い
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
我
々
が
ソ
同
盟
の
重
工
業
化
と
生
活
水
準
と
の
関
連
を
考
え
る
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
建
設
過
程
に
お
け
る
国
際
環
境
の
特
殊
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
だ
一
国
で
資
本
主
義
諸
国
の
敵
対
的
包
囲
の
下
で
経
済
建
設
を
お
こ
な
う
と
い
う
条
件
は
、
ど
ん
な
犠
牲
を
は
ら
っ
て
も
、
出
来
る
だ
け
短
経
済
的
独
立
性
を
確
立
し
て
国
防
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
ソ
同
盟
に
要
請
し
た
の
で
あ
り
、
「
ソ
同
盟
の
す
べ
て
の
五
カ
年
計
画
が
つ
ね
に
帝
国
主
義
国
か
ら
の
干
渉
戦
争
の
不
断
の
脅
威
の
も
と
に
起
草
さ
れ
、
修
正
さ
れ
、
実
。
施
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
誇
張
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
ソ
同
盟
の
こ
の
特
殊
性
が
生
活
水
準
向
上
の
反
対
要
因
あ
る
い
は
上
昇
テ
ン
ボ
緩
漫
化
の
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
二
次
大
戦
後
の
人
民
民
主
主
義
国
の
場
合
、
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
と
の
関
係
は
よ
り
直
接
的
な
形
態
を
と
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
項
は
人
民
民
主
主
義
諸
国
に
お
け
る
重
工
業
化
の
概
観
を
あ
た
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
諸
国
に
お
け
る
重
工
業
化
の
事
期
間
に
、
岡
稔
氏
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
500 
ル
ー
マ
ニ
ア
四
六
％
、
北
朝
鮮
四
0
%、
ハ
ン
ガ
リ
ー
六
四
％
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
六
二
飴
、
東
ド
イ
ッ
五
七
・
五
％
、
ーヽ2
 
3
 
中
国
二
六
•
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
ハ
ン
ガ
リ
ー
そ
し
て
と
く
に
プ
ル
ガ
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
四
九
・
ニ
％
、
こ
れ
を
国
民
所
得
に
占
め
る
工
業
生
産
物
の
割
合
と
い
う
指
標
で
み
る
と
、
一
九
五
六
年
に
お
い
て
、
実
を
確
認
し
、
義
共
和
国
、
ソ
同
盟
の
場
合
と
比
較
し
て
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
第
二
次
大
戦
後
社
会
主
義
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
諸
国
と
は
、
中
華
人
民
共
和
国
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
、
ド
イ
ツ
民
主
主
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
民
共
和
国
、
朝
鮮
人
民
民
主
主
義
共
和
国
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
民
共
和
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
民
共
和
国
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
民
共
和
国
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
主
義
共
和
国
、
、＇ノー3
 
モ
ソ
ゴ
ー
ル
人
民
共
和
国
、
及
び
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
人
民
民
主
主
義
国
の
重
工
業
化
を
確
認
す
る
た
め
に
、
若
干
の
国
に
つ
い
て
、
国
民
経
済
に
占
め
る
工
業
の
比
重
を
み
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
九
飴
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
社
会
主
義
後
進
国
に
お
け
る
工
業
の
比
重
に
よ
っ
て
社
会
主
義
工
業
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ィ
・
オ
レ
イ
ニ
ク
に
よ
る
と
戦
前
の
比
重
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
四
七
•
四
％
、
3
 
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
さ
ら
に
か
か
る
比
重
を
も
つ
工
業
総
生
産
額
の
う
ち
生
産
手
段
生
産
と
消
費
財
生
産
は
い
か
な
る
割
合
を
し
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
示
し
た
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
こ
の
場
合
と
く
に
重
工
業
化
の
発
展
程
度
を
し
る
た
め
に
、
後
進
国
で
あ
る
中
国
、
北
鮮
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
四
0
%、
プ
ル
ガ
リ
ア
ニ
五
形
、
中
国
二
三
・
ニ
劣
ル
ー
マ
ニ
ア
そ
れ
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
撰
択
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
生
産
手
段
生
産
は
社
会
主
義
後
進
国
に
お
い
て
も
工
業
生
産
の
過
半
を
占
め
、
‘,’ 4
 
3
 
お
い
て
も
四
三
％
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
工
業
化
の
も
っ
と
も
遅
れ
て
い
た
国
の
―
つ
で
あ
る
ア
ル
バ
ニ
ア
に
つ
ぎ
に
投
資
政
策
の
側
面
か
ら
重
工
業
化
を
裏
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
第
三
表
(
A
)
は
全
資
本
投
資
の
う
ち
工
業
投
資
の
し
め
る
比
叉
工
業
投
資
の
う
ち
生
産
手
段
生
産
部
門
へ
投
資
さ
れ
た
比
率
を
し
め
し
た
の
が
第
三
表
(
B
)
で
あ
る
。
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
五
八
501 
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
い
る
の
に
た
い
し
て
、
（
杉
本
）
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
五
九
ル
ー
マ
ニ
ア
と
も
に
八
0
%
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
こ
れ
に
第
三
表
(
A
)
に
よ
る
と
、
第二表 工業生産に占める生産手段部門 (A)と
消費財部門 (B)の比率
出所： Pa3BHTHe 9KOHOMHKH 
CTpaH HapO.l{HOH,lleMoKpaTHH, 
H3八aTeJ!bCTBO COI.¥H3JlbHO・ 
9KOHOM四 eCKOH JIHTepaTypb!, 
MOCKBa, CTp. 21 
工
業
に
対
す
る
投
資
が
全
投
資
に
占
め
る
割
合
ほ
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
一
―
-
0％
代
の
比
率
を
占
め
て
ル
ー
マ
ニ
ア
、
北
朝
鮮
は
五
0
％
代
の
工
業
投
資
率
を
も
ち
、
中
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
近
い
価
を
し
め
し
て
い
る
。
ま
た
第
一
一
一
表
(
B
)
の
生
産
手
段
生
産
に
投
資
し
た
比
率
は
、
1．中国¥芝|'49 ’52 ’56 ’57 
A ¥ 2s.s 39.7 49.7 s2.2 
B ¥ n.2 60.3 50.3 47.8 
2.北鮮＼芝きI’44 ‘46 ‘49 ’53 ’56 
: | :： ： :： ： 62 7 3 7 46 3 1 91 
冒¢ ＼呵 ’38 ’56 1 出所： MHPOBall COUHaJIHCTHqeCKall 
I 
CHCTeMa X03雌 CTBa, BHelllTOprH3,llaT, 
~I 1958, CTp. 438 
B 177.5 57.0 
4:ルー＼芝きl‘38’48 '50 ‘55 ‘56 ’57 
マニア ： lつ：： ： 6 4 47 30 44 5 2 8 42 74 6 45: 7 31 
5芦：： ＼雙I’50
A I 47 
B I 53 
第三表 (A)
'55 
53 
47 
出所： MHpOB紐 COI.¥HaJIH
CTHqecKaf! CHCTeMa 
u 
X03只HCTBa BHellITOp 
rH3,l1.aT, 1958, CTp. 474 
出所： 341ページ，剌pHIII論文より
-----]［竺I'52 '55 '56 '57 
中 国 43.2 48.8 46.4 53.2 
プルガリア 42.1 48.9 46.9 62.9 
ハンガリー 45.6 41.9 46.6 42.3 
北 鮮 51.2 53.8 
ルーマニア 55. 7 57.6 56.1 
チェコスロバキア 48.5 '37.9 36.6 39.6 
年次 23/24-27 /28 28/29-32 33-37 
ソ 同 盟 44.2 47.2 47.8 
出所：仝上369ページ
全資本投資に占める工業投資の比率 （形）
出所： 人民民主主義国
の比率は pli3B!lT!le 
3KOHOM!lKll CTpaH 
Hapo,ll.HOH,ll.eMOKpa 
Tllll, 1958, CTp. 585 
より作成。 ソ同盟のそ
れは岡稔著 「ソヴェト
工業生産の分析」 P.88 
より。
502 
生
産
四
倍
、
ニ
・
七
倍
、
第 表 (B) 
(1) ルーマニアの重工業投資比率（全工業＝100)
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
（
一
九
四
八
=
I
 
0
0
)
 
を
、
ソ
同
盟
の
そ
れ
と
比
較
す
る
。
消
費
財
生
産
ニ
・
ニ
倍
、
業
化
の
後
進
的
な
国
と
し
て
、
一
九
五
六
年
に
生
産
手
段
生
産
ニ
・
八
倍
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
は
（
一
九
四
九
1
1
1
0
0
)
び
、
こ
れ
ら
諸
国
の
工
業
発
展
（
重
工
業
化
の
テ
ン
ポ
、
生
産
手
段
生
産
と
消
費
財
生
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
テ
ン
ボ
の
間
の
関
係
）
（
ソ
同
盟
、
一
九
五
七
年
に
生
産
手
段
生
産
四
・
六
倍
、
消
費
財
生
産
ニ
・
七
倍
、
北
朝
鮮
は
、
(
-
九
五
一
―
-
1
1
1
0
0
)
一
九
五
五
年
に
生
産
手
段
生
産
三
倍
、
消
費
財
生
産
消
費
財
生
産
ニ
・
ニ
倍
と
な
一
九
五
六
年
に
生
産
手
段
一
九
二
八
1
1
1
0
0
)。
こ
れ
に
よ
る
と
ル
ー
マ
ニ
ア
は
(
-
九
三
八
1
1
1
0
0
)
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
す
す
ん
だ
工
業
国
と
し
て
、
こ
の
場
合
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
北
朝
鮮
は
エ
三呵 '50'51'53'55'56'57
生産手段生産部門 86.7 87.9 90.7 83.5 88.1 89.6 
消費財生産部門 13.3 12.1 9.3 16.5 11.9 10.4 
出所： MllpOBaH COl_¥118JIIICTl!qecKaH CIICTeMa 
X03雌 CTBa, fOCilJl8Hll3八aT, 1958, crp 
366. :r、ノスタソチネスク論文より作成。
(2) ハンガリーの重工業投資比率（全工業＝100)
~----]こ竺1第一次五カ年計画 1955 
重工業 92.3 82 
軽工業及食品工業 7. 7 18 
出所： pa3BIITl!e 9KOHOMIIKII EsponeHCKIIX 
CTpaH HapOJJ.HOH JJ.eMOKpaTl!II, BHelll-
TOprH3八8T,1957, CTp. 183. 
社
会
主
義
開
発
方
式
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
(3) ソ同盟の重工業投資比率（全工業＝100)
--～-～]こ竺¥1923/24--'2712s 
頂工菜
軽工業
出所：岡稔「ソヴェト工業生産の分析」 116ページより
ボ
ー
ラ
ン
ド
は
中
間
に
属
す
る
国
と
し
て
え
ら
つ
ぎ
に
生
産
手
段
生
産
と
消
費
財
生
産
と
の
成
長
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
す
る
（
第
四
図
）
（
第
五
図
）
。
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
73.5 
26.5 
ほ
ぼ
ソ
同
盟
の
そ
れ
と
同
様
の
比
重
で
お
こ
義
諸
国
国
民
経
済
の
工
業
化
、
重
工
業
化
は
、
と
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
民
民
主
主
29-32 
85.9 
14.1 
33-37 
85.0 
15.0 
の
工
業
投
資
率
、
第
三
表
(
B
)
の
生
産
手
段
‘,ノ5
 
3
 
生
産
部
門
投
資
率
い
ず
れ
も
ソ
同
盟
の
そ
れ
以
上
に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
表
(
A
)
六
〇
S03 
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
レーマニア (1938=100)
万万升
迂笠 云
封叶。叶五ロ ヵ
画伽画年
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
国
に
共
通
な
第
一
の
特
徴
は
、
生
産
手
段
生
産
、
消
費
財
生
産
と
も
に
、
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
お
い
て
例
外
な
く
規
則
正
し
い
テ
ン
ボ
で
成
長
を
つ
ず
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
重
要
な
特
徴
ほ
消
費
財
生
産
の
成
長
の
テ
ン
ボ
と
生
産
手
段
生
産
の
成
長
の
テ
ン
ボ
の
差
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ボ
第四図 生産手段と消費財生産の発展
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ノ
ル
ー
マ
ニ
ア
、
北
朝
鮮
、
ポ
ー
ラ
ン
第 五図
ソ同盟における生
産手段と消費財の
発展 (1928=100)
消費財缶差
＿o 
ロコ3 五 宍 七 六 天 go
 
出所：ソ連国民経済統計集
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（
た
だ
し
北
朝
鮮
で
両
部
門
の
発
展
テ
ン
ボ
お
よ
び
そ
れ
ら
の
差
が
大
き
い
の
は
、
朝
鮮
業
発
展
の
大
き
な
特
質
と
し
て
一
般
化
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
一
般
的
に
は
国
際
環
境
の
有
利
さ
（
資
本
主
義
圏
と
の
6
 
3
 
力
関
係
の
変
化
、
社
会
主
義
国
際
分
業
の
発
展
な
ど
）
に
負
っ
て
い
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。
以
上
若
干
の
指
標
に
よ
っ
て
人
民
民
主
主
義
国
の
重
工
業
化
を
確
認
し
、
ソ
同
盟
の
場
合
と
こ
と
な
っ
て
い
る
そ
の
特
殊
性
1
1
第
二
次
大
戦
後
の
新
ら
し
い
段
階
に
お
け
る
重
工
業
化
の
一
般
的
特
質
と
し
て
二
つ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
特
質
（
同
一
テ
ン
ボ
で
の
発
展
及
び
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
発
展
）
が
生
活
水
準
の
向
上
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
定
で
き
る
。
次
項
に
お
い
て
は
、
か
4
る
特
殊
性
を
前
提
と
し
て
、
生
活
水
準
の
動
態
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
人
民
民
主
主
義
国
に
お
け
る
生
活
水
準
の
動
向
を
明
確
に
す
る
の
が
本
項
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ボ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
3
 
バ
キ
ア
、
プ
ル
ガ
リ
ア
、
中
国
各
国
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
物
質
生
活
の
動
向
と
水
準
の
み
に
資
料
を
限
定
し
、
文
化
生
活
の
側
面
は
（
国
家
支
出
に
関
係
を
も
つ
限
り
で
表
現
さ
れ
る
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
活
水
準
の
動
向
を
検
討
す
る
際
、
一
九
五
五
年
に
は
(
-
九
三
八
=
1
0
0
)
二
三
0
と
な
り
、
三
と
な
り
、
後
者
の
場
合
年
平
均
約
一
三
彩
成
長
し
て
い
る
l
}
と
が
わ
か
る
。
ま
た
一
九
五
七
年
に
は
（
一
九
四
九
=
1
0
0
)
二
0
つ
ぎ
に
第
二
の
指
標
と
し
て
個
人
消
費
フ
ォ
ン
ド
の
変
動
を
み
る
（
第
五
表
）
。
国
民
所
得
は
、
そ
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
指
標
は
国
民
所
得
の
動
き
で
あ
る
（
第
四
表
）
。
戦
争
に
よ
る
破
壊
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
）
こ
れ
ら
二
点
は
、
こ
れ
に
よ
る
と
消
費
フ
ォ
ン
ド
全
体
は
一
九
五
五
一
応
捨
象
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ソ
同
盟
重
工
業
化
の
場
合
と
異
な
る
、
人
民
民
主
主
義
国
の
エ
ー
ラ
ン
ド
で
こ
の
傾
向
は
い
ち
じ
る
し
い
。
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
六
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社
会
主
義
開
発
方
式
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
涸
人
消
費
フ
ォ
ン
ド
は
年
平
均
約
十
％
の
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
の
指
標
と
し
て
小
売
商
品
の
一
人
当
り
消
費
を
み
る
こ
と
に
す
る
（
第
六
図
、
年
に
は
（
一
九
四
九
1
1
1
0
0
)
六
三
％
増
大
し
て
お
り
、
第四表 ボーランドの国民所得動態
＼＼ここ竺I'49 '50 '51 '52 '53 '54 '55 '56 '57 
10億ズロティー
(56.1.1価格） I 135.o 156.o 167.o 178.o 197.0 211.0 236.o 254.0 2aa.o 
1938=100 I 125.0 151.2 169.o 186.0 201..2 219.0 230.o ………… 
I 1949=100 I 100.0 115.. 1 124.o 131.4 145.1 160.4 173.5. 188.2 203.3 
出所： BorrpOCblSKOHOMHKH, 1958，蔑11,..CTp.122. 
第五表 ボーランドの個人消費フォソドの動態
(50年価格 10億ズロティー）
～—-芝竺I'49
個人消費フォソト,I 55.5 60.1 64.6 66.9 
消費フォンド |62.1 67.3 73.1 74.9 
出所： Pa3BHTHe 3KOHOMHKH EsporreiiCKHX 
CTpaH HapO.l(HOH 邸 MOKpaTHH, BHelll-
TOprH3,l(aT, 1957 CTp. 67. 
'50 '51 '52 ・53 '54 '55 
69.2 81.3 88.5 
77.2 91.0 101.0 
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
個
人
消
費
フ
ォ
ン
ド
も
同
期
間
に
五
九
•
五
％
増
大
第六図
，
 
ノ
た
だ
し
こ
の
図
は
各
商
品
別
消
費
量
の
趨
勢
を
7
6
5
4
3
2
1
¥
0
9
8
7
6
5
4
3
2
ー
ー
ー
ポーランドの一人当り年消費量の動態
ミ）しワ及び
ミIl'7製品
恥袖窃牲油脂
主要食和斗
刹＆
厄卜碑
綿織物
ビール
綱織物
毛甜釈窃
石ケン
次仔 19337 49 50 
平エビ］
出何； B叫心知Ho必ゆく以，必． I,／四／しが、 /30
53 54 55 ~6 51 
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は
い
ず
れ
も
（
主
要
食
料
を
の
ぞ
く
）
み
う
る
に
と
ど
ま
る
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
い
ず
れ
の
商
品
消
費
量
も
一
九
三
三
ー
三
七
年
平
均
を
上
廻
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
消
費
量
一
九
五
七
年
に
は
四
九
年
水
準
を
こ
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
と
と
も
に
一
人
当
り
生
活
必
需
品
消
費
量
の
系
統
的
な
増
大
と
い
う
結
論
を
も
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
主
要
食
料
消
費
量
の
一
九
五
六
年
か
ら
五
七
第六表
～～こ1 、49 '50 '51 、52 '53 '54 '55 '56 '57 
社労会者主尉義年賃セクター勁
ド(10の0 金ロテフオ4 一ン' 24.344 35.085 .… ・ 72.895 …••• 86.989 100.509 118.951 
56年価
旦。テI466 567 ······.....• 986...... 1069 1183 1362 同月平均賃金
100 121.7 132 144 211.6 216 229.4 253.9 292.3 
消価費財及格び指サー数ピスI 100 108 118 135 192 181 177 ．． .. 
平均実質賃金指数¥ 100 112.3 112.3106.7 105.8 119.7 127.6...... .. 
出所： BonpOCbl3KOHOMHKH, 1958, M. 1 CTp. 125. 但し，消費
財及価格指数は 1956,2, 3, TJiyBHH Lu八u,51, 52, 54年
は aonpOCbl3KOHOMHKH, 1956,婦． 3,CTp. 172 
第七図
出所：第六表と同じ
ボーラソドの賃金動態
ボーラソドの実質賃金動態
230 
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塁194950 ・51
貨弊貨金指数
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
六
四
泣 5354 5り
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第七表 ボーラソドの勤労者の社会的文化的要求に対する国家支出の動態
～～こI
100万ズロティー I6808 
1949=100 I 100 
出所： BorrpOCbI9KOHOMHKH, 1958, Ne. 1. CTp. 126. 
'49 
金
は
九
五
五
年
(
-
九
四
九
1
1
1
0
0
)
二
三
0
と
な
り
、
0
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'50 '51 '52 '53 '54 '55 '56 '57 
社
会
主
義
開
発
方
式
1重
工
業
化
と
生
活
水
準
あ
る
。 チ
ェ
コ
ス
ロ
パ
キ
ア
あ
る
。
（
杉
本
）
六
五
年
に
か
け
て
の
若
干
の
減
少
は
、
暴
動
と
政
策
変
更
に
と
も
な
う
一
時
的
減
退
で
あ
る
。
第
六
表
は
、
生
活
水
準
の
動
態
に
と
っ
て
も
っ
と
も
基
本
的
な
実
質
賃
金
の
動
き
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
賃
そ
れ
を
物
価
上
昇
率
で
デ
フ
レ
イ
ト
す
る
と
、
―
二
七
•
六
と
な
る
。
実
質
賃
金
は
六
年
間
に
二
八
形
弱
の
上
昇
、
年
平
均
四
•
五
形
の
増
加
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
貨
幣
賃
金
指
数
、
物
価
指
数
、
実
質
賃
金
指
数
の
動
き
を
示
し
た
の
が
第
七
図
で
あ
る
。
即
ち
一
九
五
二
、
五
三
年
に
一
度
低
落
し
、
五
四
年
、
五
五
年
と
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
社
会
主
義
国
の
場
合
、
人
民
の
生
活
水
準
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
と
し
て
、
勤
労
者
の
社
会
的
・
文
化
的
欲
望
の
充
足
に
役
立
つ
国
家
支
出
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
第
七
表
）
。
が
直
接
、
間
接
に
人
民
の
生
活
水
準
上
昇
を
も
た
ら
す
こ
と
は
ソ
同
盟
の
項
（
一
）
に
お
い
て
の
べ
た
通
り
で
こ
の
支
出
額
、
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
の
四
―
二
億
ズ
ロ
テ
ィ
ー
を
ポ
ー
ラ
ソ
ド
人
ロ
ニ
五
0
0万
で
除
す
と
一
人
当
り
年
一
五
0
0ズ
ロ
テ
ィ
ー
と
な
り
、
こ
れ
は
一
九
五
七
年
に
お
け
る
勤
労
者
の
一
ヶ
月
分
の
賃
金
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
五
つ
の
指
標
に
よ
っ
て
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
生
活
水
準
の
上
昇
を
示
し
て
き
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
、
人
民
民
主
主
義
国
の
な
か
で
、
革
命
前
に
も
っ
と
も
工
業
が
発
展
し
て
い
た
国
で
こ
れ
実
質
賃
金
は
同
じ
く
508 
計
費
指
数
が
一
八
％
低
下
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
実
質
賃
金
指
数
は
、
こ
の
四
年
0
0
)
 ―
―
五
、
同
じ
く
工
業
労
働
者
の
そ
れ
は
一
―
四
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
生
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
勤
労
者
の
月
平
均
賃
金
は
、
一
九
五
七
年
に
は
(
-
九
五
一
―
-
1
1
て
い
る
。
し
か
も
系
統
的
な
一
貫
し
た
増
大
が
特
徴
的
で
あ
る
。
第八表
7
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U
J
 
5
所
得
成
長
を
そ
54
れ
と
比
較
す
る
。
53
こ
れ
に
よ
る
と
52
国
民
所
得
は
、
51
一
九
五
七
年
に
。は一
九
四
八
年
5
 ，
 
4
 の
二
倍
と
な
っ
8
 
0
4
 
3
2
1
て
お
り
、
一
人
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
。
ー・
0
9
8
1
6
5
4
 
N
ー
ー
ー
ー
1
1
|
l
当
り
国
民
所
得
は
、
一
九
四
八
年
に
比
べ
て
一
九
五
六
年
に
は
七
六
％
の
増
加
を
み
せ
第
二
の
指
標
と
し
て
、
実
質
賃
金
の
動
向
を
検
討
す
る
（
第
八
表
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
第八図
チェコスロバキアの国民所得動態
(1937=-100) 
一人当）
国尻戸財男 社
会
主
義
開
発
方
式
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
U. 
k
 “-パ
2
0
2
 
H
I
 
k
u
A
 
ぅ
500
 
戌
5
 
。叶”
B
 ー
9
,
I
 
昨
斤ムr出
チェコスロバキアの賃金動態
~\'49 '50 '53 '54 '55 '56 '57 
社金会フ主ォ義ソセドク(1タ00ー万勤ク労ロ者ーのソ年）賃 27.765 36.484 53.230 •..... 61"595 65.756 •..... 
クローン 867 945 1082...... 1178 1224 1248 
同一人当り月平均賃金 1953=100 .•.... ．．． 100...... 109 113 115 
工業労働者の賃月平均金 19ク5ロ3=ー1ソ00I ・7・8・1 ・ 
876 1138..…•1252 1285 1291 
.. 100••…• 110 113 114 
消者費支財出及指び数サ(1ー95ビ3-ス1に0対0)する勤労 1 …••• .. 100 87.4 86.7 84.1 82.2 
勤労者の実質賃金指数(1953=100)I….. ．．． 100...... 126 134 149 
工業労働者の" (1953=100) I… .. 100...... 127 134 148 
九
四
八
年
（
革
命
後
の
趨
勢
）
に
お
き
、
ま
た
一
人
当
り
国
民
194B=IOO 
1937=100 
図）。
そ
の
基
準
を
一
九
三
八
年
（
戦
前
と
の
比
較
）
と
、
（
杉
本
）
出所： BorrpOCbl3KOHOMIIKII, 1958, N2. 1. CTp. 125. I 127 
総
合
的
な
指
標
と
し
て
国
民
所
得
の
動
き
を
み
る
ハ
六
（
第
八
509 
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
実
質
賃
金
と
そ
の
水
準
と
の
動
向
は
、
さ
ら
に
一
人
当
り
食
料
品
消
費
量
に
よ
っ
て
も
同
様
に
し
め
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
九
図
）
。
す
な
わ
ち
一
九
五
三
年
に
主
要
食
料
品
の
一
人
当
り
消
費
は
一
九
三
六
年
水
準
を
こ
え
て
お
り
、
さ
き
の
推
定
を
、
、
、
、
、
裏
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
九
図
に
は
一
人
当
り
の
工
業
生
産
物
消
費
量
に
関
す
る
資
料
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
765432
—
098765432 
第九図
チェコスロバキアの一人当り農産物消費量の動態
卵
ミルワ
小表粉
肉
動樋物
牲；由
ラード
上眉J('ダー
石少芥唐
1936 48 53 54 5 56 57 
出所： B叫ヽCん，）KOHO人 “KAノ yo./I. I95t, C4l30 
六
七
に
一
九
一
二
七
年
水
準
よ
り
三
O・
ノヽ8
 
3
 
八
彩
高
か
っ
た
と
い
う
絞
述
か
ら
判
断
す
る
と
、
一
九
五
三
年
に
一
九
三
七
年
水
準
を
凌
駕
し
た
と
推
ア
の
実
質
賃
金
は
、
一
九
五
三
一
九
五
六
年
能
で
あ
る
が
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
る
の
で
あ
る
。
質
賃
金
を
計
算
す
る
こ
と
は
不
可
如
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
期
の
実
五
三
年
ま
で
は
生
計
費
指
数
が
欠
一
九
四
九
年
か
ら
の
実
質
賃
金
の
上
昇
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
年
平
均
十
％
以
上
間
に
五
割
近
い
上
昇
を
示
し
て
い
510 
指
標
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
り
（
革
靴
を
除
く
）
、
第十図
チェコスロバキアの軽工業生産の動態
15 
14 
13 
12 
ー
0
9
8
7
6
5
4
3
?
-
革靴
綿餓例
絹描愧
毛織拘
社
会
主
義
開
発
方
式
1重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
甜所： fヽ 汁心“}~If•~­
“““ら“H心 J/0i
如巧い＾心、 /9玖
ヴ・ 1
1936 49 53 ~4 5 56 
補
い
と
し
て
第
'49 '50 '51 '52 '53 ‘54 '55 
5.8 10.0 9.50 11.8 22.3 27.4 
た
が
っ
て
こ
の
28.3 
出所： BonpOCbI3KOHOMHKH, 1958，婦． 1.CTp. 126. 
年
以
降
の
実
質
賃
金
の
う
ら
づ
け
と
し
考
え
る
と
、
こ
点
で
あ
る
。
し
十
図
で
綿
織
物
、
絹
織
物
、
毛
織
物
、
革
靴
生
産
の
発
展
を
み
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
こ
れ
ら
軽
工
業
製
品
は
一
九
三
八
年
以
来
一
貫
し
た
伸
長
を
み
せ
て
お
り
、
一
九
五
六
年
に
は
い
ず
れ
も
一
九
三
八
年
水
準
の
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
消
費
生
活
の
上
昇
を
示
す
（
但
し
四
九
ー
五
六
年
の
成
長
率
は
三
八
ー
四
九
年
の
そ
れ
を
下
廻
っ
て
お
現
段
階
で
は
ま
だ
重
工
業
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
）
こ
こ
で
勤
労
者
の
社
会
的
・
文
化
的
要
求
に
対
す
る
国
家
支
出
の
動
向
を
み
よ
う
（
第
九
表
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
九
五
七
年
に
は
（
一
九
四
九
1
1
1
0
0
)
五
五
0
の
指
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
た
と
え
ば
一
九
五
第九表 チェコスロバキアの勤労者の為の国家支出の動態
~I 
10億クローソ 1 
1糾9=100 I 
'56 '57 
28.8 
れ
は
大
き
な
欠
31.9 
100 172.4 163.8 203.4 384.5 472.4 487.9 496.6 550.0 
ス
ロ
バ
キ
ア
が
工
業
国
で
あ
る
こ
と
を
て
は
不
充
分
で
あ
る
。
と
く
に
チ
ェ
コ
六
八
511 
第十表
社会主義開発方式1重工業化と生活水準（杉本）
~I'48 '49 '50 '52 '53 '54 '55 '56 '57 
10饂レフ (39年価格）I 51. 4 ..…• 58.9 73.5 90.8 88. 7 101.3 102.9 110.9 
'39=100 I...... 104.6...... 149.5 184.6 180.3 198.o 201.8 225.2 
'48=100 I 100 •••••• 114.6 143.0 176.5 172.4 189.4 192.9 215.5 
一人当り ‘39=100¥ 92.1 … •…••128.7 157.2 151.9 165.0 166.6 •••••• 
出所： BorrpoCbISKOHOMHKH, 1958,給． 1.CTp, 12. 
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
場
合
一
九
五
二
1
1
1
0
0
六
九
と
増
大
し
て
い
る
。
他
方
小
売
価
格
指
数
は
第
十
二
表
に
み
る
よ
う
に
勤
労
者
貨
幣
賃
金
は
一
五
三
、
同
じ
く
工
業
労
働
者
の
そ
れ
は
一
六
七
一
九
四
九
1
1
1
0
0と
す
る
と
、
一
九
五
六
年
社
会
主
義
セ
ク
ク
ー
の
ブルガリアの国民所得動態
て
い
る
。
第十一表
1
1
1
0
0
)
 一
九
五
六
年
に
は
六
六
•
六
彩
増
加
し
て
い
る
。
同
じ
く
示
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
一
人
当
り
国
民
所
得
を
み
る
と
、
い
る
。
プルガリアの賃金動態
（
一
九
三
九
1
1
1
0
0
)
出所： BonpOCbISKOHOMHKH, 1958,婦． 1.CTp. 125. 
七
年
の
支
出
額
を
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
人
ロ
一
三
二
0
万
人
で
除
す
と
二
四
一
七
ク
ロ
ー
ン
と
な
り
、
こ
れ
は
同
年
勤
労
者
月
平
均
賃
金
の
二
倍
に
相
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
巨
額
の
国
家
支
出
が
生
活
水
準
の
上
昇
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
ま
づ
総
合
指
標
と
し
て
国
民
所
得
の
動
向
を
み
る
（
第
十
表
）
。
れ
に
よ
る
と
一
九
五
七
年
の
国
民
所
得
は
、
ニ
ニ
五
•
五
に
、
ま
た
一
九
四
八
年
の
そ
れ
の
ニ
―
五
・
八
彩
と
な
っ
て
す
な
わ
ち
一
九
四
八
年
以
降
年
平
均
十
ニ
・
八
％
の
上
昇
率
を
（
一
九
三
九
（
一
九
五
二1
1
1
0
0
)と
す
る
と
五
六
年
に
は
―
二
九
•
五
に
上
昇
し
第
二
の
指
標
と
し
て
賃
金
の
動
向
に
目
を
む
け
る
（
第
十
一
表
）
。
こ
プルガリア
~\'49 '50 '53 '55 '56 
年賃金フォンド (100万レフ） ¥ 3957 4397 7549 9267 9823 
一人当り月平均賃金 （レ フ） I 423 456 579 628 648 
工月 業平労均働賃者金 ｛ 19レ47=10フ0 | 31096 0 446 586 652 665 
112.7 148.1 164.7 168.0 
で
も
な
い
。
512 
と
な
り
、
こ
れ
は
又
年
平
均
七
•
五
形
の
上
昇
率
に
相
当
す
る
。
他
方
小
売
価
格
指
数
も
六
％
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
実
質
賃
金
の
上
昇
は
、
こ
の
期
に
お
い
て
一
―
-0形
十
五
表
）
。
一
九
五
二
年
を
い
ず
れ
も
一
0
0と
す
る
と
一
九
五
六
年
に
は
貨
幣
賃
金
は
三
七
％
上
昇
し
、
第十二表 ブルガリアの小売価格指数の動態 ('52=100) 
出所： BorrpOCbl9KOHO-
MHKH, 1958,婦．
11 CTp. 127. 
~I 
一般小売価格指数 | 93 ・2 
消費財価格指数［元
工業製品価格指Ji!{_[89. 9 
加
し
て
お
り
、
年
平
均
十
形
を
上
廻
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
期
間
に
五
割
余
り
増
第
二
の
指
標
と
し
て
実
質
賃
金
の
動
き
を
み
よ
う
（
第
'53 '54 '55 
第十三表
-～こl
100万レフ |1663 
1949=100 ¥ 
'49 
100 
第
一
指
標
は
国
民
所
得
の
動
き
で
あ
る
（
第
十
四
表
）
。
中
国
82. 6 
84, 1 
80. 5 
ブルガリアの勤労者の為の国家支出の動態
'50 
1615 
77.8 
80.8 
'51 
1791 
分
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
74. 5 
2149 
一
三
レ
フ
と
な
り
、
こ
れ
は
丁
度
労
働
者
の
賃
金
一
カ
月
'52 
第十四表中国の国民所得動態
三吋 ’52'53'54'55'56'57
10億元 61.1 70. 0 73. 0 78. 8 88. 7 94. 0 
(1952年価格）
1952=100 I 100 114. s 120. 9 12s. 9 145. 2 153. 9 
出所： BorrpOCbl 9KOHOMHKH, 1958，M. 
1. CTp. 122. 
'56 
71. 6 
75.6 
・ 
ま
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
口
七
三
0
万
人
で
除
す
と
、
一
九
五
七
年
に
は
一
人
あ
た
り
六
'53 
2328 
れ
に
よ
る
と
総
額
は
一
九
五
七
年
に
は
一
九
四
九
年
の
ニ
・
七
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
'54 
2668 
第
三
の
指
標
は
勤
労
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
家
支
出
で
あ
る
（
第
十
三
表
）
。
'55 
2752 
97.1 107.7 129.2 140.0 160.4 165.5 
出所： Borrpocb!SKOHOMHKH, 1958, N2. 1. CTp. 126. 
大
巾
な
増
加
は
否
定
し
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
'57 
4477 
179,5 269,0 
'56 
2985 
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
賃
金
指
数
を
計
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
一
九
五
三
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
物
価
指
数
が
二
割
以
上
も
低
下
し
（
第
十
二
表
）
、
他
方
貨
幣
賃
金
が
十
彩
以
上
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
実
質
賃
金
の
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
七
〇
こ
513 
あ
る
。
第十五表 中国の賃金動態
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
七
~\'53 '55 '56 
元 41.3 44. 5 50. 9 
勤労者の月平均賃金
'52=100 111, 2 119, 8 136, 9 
八大都市(’5の2小=売10価0)格指数 | 103. 7 105. 5 105.8 
実質賃金指数 ('52=100) J 101. 2 113. 6 129. 4 
出所： BorrpOCh!3KOHOMHKH, 1958, N2. 
1. CTp. 125. 
を
教
え
て
い
る
。
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
、
実
質
賃
金
は
一
九
五
一
ー
五
三
年
の
間
、
一
九
四
九
以
上
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
中
国
四
カ
国
の
生
活
水
準
の
動
態
を
、
実
質
賃
金
を
中
心
に
そ
の
他
若
干
の
指
標
で
お
ぎ
な
い
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
四
カ
国
で
生
活
水
準
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
他
の
人
民
民
主
主
義
国
に
つ
い
て
も
結
論
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
段
階
に
お
い
て
、
重
工
業
化
政
策
1
1
生
活
水
準
低
下
で
は
な
く
、
重
工
業
化
1
1
生
活
水
準
の
向
上
で
あ
る
こ
と
を
我
々
に
さ
し
し
め
す
と
同
時
に
、
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
は
生
活
水
準
の
向
上
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
こ
と
年
水
準
以
下
で
あ
り
、
五
五
年
に
は
じ
め
て
一
九
四
九
年
水
準
を
し
の
い
で
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
以
上
の
一
般
的
結
論
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
具
体
的
に
客
観
的
・
主
体
的
条
件
、
経
済
政
，
 
策
の
誤
謬
な
ど
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）
こ
の
結
論
は
ま
た
ソ
同
盟
の
例
が
確
認
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
者
が
、
ど
の
よ
う
な
作
意
を
弄
し
て
、
重
工
業
化
1
1
生
活
水
準
の
低
下
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
を
主
張
し
て
も
、
そ
れ
は
完
全
に
誤
り
で
あ
り
、
現
実
に
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
は
、
ソ
同
盟
と
人
民
民
主
主
義
国
の
経
済
発
展
が
明
白
に
示
し
て
い
る
の
で
注
D
ソ
同
盟
の
統
計
の
信
憑
性
に
つ
い
て
ほ
、
岡
稔
著
「
ソ
ヴ
ェ
ト
工
業
生
産
の
分
析
」
五
五
ー
六
七
ペ
ー
ジ
、
野
々
村
一
雄
「
現
代
社
会
主
義
諧
座
」
六
巻
二
九
一
ー
―
―
1
0
四
ペ
ー
ジ
参
照
、
そ
の
他
一
橋
大
学
「
経
済
研
究
」
一
巻
一
号
、
三
巻
一
号
な
ど
が
あ
る
。
幻
ア
メ
リ
カ
議
会
合
同
経
済
委
員
会
編
、
稲
本
国
雄
訳
「
ソ
連
経
済
の
成
長
」
時
事
通
信
社
、
一
九
ペ
ー
ジ
①
仝
右
、
ニ
一
三
ペ
ー
ジ
四
514 
め
こ
の
点
は
「
統
計
バ
イ
ア
ス
」
の
問
題
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
我
々
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
生
活
水
準
が
正
確
に
あ
ら
わ
さ
れ
え
な
い
と
い
う
盲
点
を
利
用
し
て
こ
の
問
題
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
の
後
進
国
開
発
論
に
つ
い
て
は
、
松
井
清
編
「
後
進
国
開
発
理
論
の
研
究
」
有
斐
閣
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
た
と
え
ば
農
業
開
発
論
者
と
し
て
は
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
、
軽
工
業
開
発
論
者
と
し
て
は
ヌ
ル
ク
セ
、
シ
ン
ガ
ー
が
あ
げ
ら
れ
る
。
の
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
著
、
奥
沢
篤
次
郎
訳
「
経
済
計
画
の
理
論
」
東
洋
経
済
新
報
社
、
彼
の
後
進
国
開
発
論
に
つ
い
て
ほ
と
く
に
「
日
本
版
へ
の
序
文
」
――――_――
1
一
ペ
ー
ジ
を
み
ら
れ
た
い
。
の
ド
ッ
ブ
の
後
進
国
開
発
論
に
関
し
て
は
、
特
に
小
野
―
一
郎
訳
「
後
進
国
の
経
済
発
展
と
経
済
機
構
」
有
斐
閣
、
お
よ
び
都
留
、
野
々
村
、
岡
、
関
共
訳
「
経
済
理
論
と
社
会
主
義
I
」
第
七
章
「
低
開
発
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
投
資
の
資
本
集
約
度
に
つ
い
て
の
覚
書
」
を
参
照
の
こ
と
。
①
た
だ
し
ベ
ト
ウ
レ
ー
ム
は
重
工
業
開
発
方
式
が
消
費
の
観
点
か
ら
結
局
に
お
い
て
有
利
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
短
期
的
に
消
費
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
説
明
し
て
い
な
い
。
前
掲
書
、
一
九
ペ
ー
、
ジ
参
照
。
①
小
野
―
一
郎
訳
、
ド
ッ
プ
前
掲
書
、
七
九
ペ
ー
ジ
．10.
後
進
国
が
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
優
先
政
策
を
と
る
さ
い
の
近
似
的
な
姿
は
人
民
民
主
主
義
国
の
発
展
が
あ
た
え
て
く
れ
て
い
る
。
「
国
民
に
た
い
す
る
国
家
予
算
と
企
業
資
金
に
よ
る
支
払
金
、
減
免
は
、
労
働
者
、
勤
労
者
の
社
会
保
険
補
助
金
お
よ
び
支
払
金
、
社
会
保
障
年
金
、
多
子
母
・
寡
婦
に
た
い
す
る
扶
助
金
、
奨
学
資
金
、
無
料
医
療
、
療
養
所
・
休
養
所
へ
の
無
料
・
割
引
切
符
、
無
料
教
育
と
技
術
の
向
上
・
休
養
に
た
い
す
る
賃
金
支
払
、
そ
の
他
勤
労
者
に
た
い
す
る
支
払
金
減
免
な
ど
に
た
い
す
る
国
家
の
支
出
を
含
む
」
。
ソ
連
閣
僚
会
議
付
中
央
統
計
局
「
ソ
連
国
民
経
済
統
計
集
」
産
業
経
済
研
究
所
刊
、
三
八
ペ
ー
ジ
。
②
一
九
四
0
年
以
後
は
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
m
「
経
済
学
教
科
書
」
第
1
一
一
分
冊
、
七
0
一
ペ
ー
ジ
。
切
こ
の
数
値
は
、
ス
ク
ー
リ
ソ
に
よ
る
第
十
六
回
党
大
会
へ
の
中
央
委
員
会
の
政
治
報
告
の
数
値
と
同
じ
で
あ
る
。
ス
ク
ー
リ
ソ
選
集
、
創
成
社
版
六
七
0
ペ
ー
ジ
m
「
経
済
学
教
科
書
」
第
一
二
分
冊
、
七
八
九
ペ
ー
ジ
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
七
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社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
岡
稔
著
「
ソ
ヴ
ェ
ト
工
業
生
産
の
分
析
J
―
二
九
I
-
――
-
0
ペ
ー
ジ
、_ノ6
 
ーーヽ'・7
 
ー⑱
イ
・
オ
レ
イ
ニ
ク
は
初
期
の
重
工
業
化
と
一
応
重
工
業
化
が
達
成
さ
れ
た
後
の
重
工
業
化
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
「
経
済
学
の
諸
問
題
」
一
九
五
九
年
九
月
号
。
c
C
O
'
I
H
8
J
I
H
C
T
H
I
.
{
e
C
K
O
i
i
:
 
H
H
.
l
l
Y
C
T
p
H
a
J
I
H
3
8
1
.
{
H
.
I
I
 
C
T
p
a
H
 H
a
p
O
,
l
l
H
O
H
,
l
l
e
M
O
K
p
a
T
H
H
.
 
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
著
、
大
崎
乎
八
郎
訳
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
の
構
造
」
1
1
―
六
ー
ニ
―
七
ペ
ー
ジ
ヽ
~
，
 
ー⑳
仝
右
ニ
―
七
ペ
ー
ジ
切
グ
リ
ソ
コ
著
、
高
山
洋
吉
訳
「
五
カ
年
計
画
概
論
」
一
五
八
ペ
ー
ジ
②
仝
右
、
一
五
九
ペ
ー
ジ
勾
「
ソ
連
経
済
の
成
長
」
一
六
ニ
ペ
ー
ジ
，
セ
0
C
T
H
)
K
e
H
n
e
c
o
a
e
T
C
K
O
H
 B
J
i
a
C
T
H
 a
a
 4
0
 J
i
e
T
 
B
 q
m
p
p
a
x
,
 r
o
c
c
T
a
T
H
3
,
l
l
a
T
,
 
1
9
5
7
,
 
c
T
p
.
 3
2
8
.
 
切
資
本
主
義
国
に
お
け
る
豊
富
な
商
品
と
貧
困
な
人
民
と
の
共
存
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
資
本
主
義
に
お
け
る
よ
り
も
消
費
生
活
の
実
態
を
よ
り
正
し
く
あ
ら
わ
し
う
る
。
匈
田
辺
勝
正
著
、
「
ソ
連
の
土
地
制
度
と
社
会
主
義
農
業
」
理
想
社
刊
―
―
―
九
0
ペ
ー
ジ
の
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
共
産
党
（
ボ
）
第
十
五
回
大
会
に
お
け
る
中
央
委
員
会
の
政
治
報
告
」
の
な
か
の
「
わ
が
国
の
農
業
の
発
展
の
テ
ン
ボ
」
、
ー
リ
ン
選
集
、
創
成
社
版
、
四
一
五
—
四
二
四
ペ
ー
ジ
⑳
小
野
―
一
郎
訳
、
ド
ッ
プ
前
掲
書
七
九
ペ
ー
ジ
、_ノ
，
 
2
 
ヽ
j
。
3
 
、＇ノー3
 
モ
ン
ゴ
ー
ル
共
和
国
は
正
し
く
は
一
九
二
0
年
代
か
ら
社
会
主
義
化
の
道
へ
む
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
本
格
的
な
社
会
主
義
化
は
第
二
次
大
戦
後
グ
リ
ン
コ
前
掲
害
三
六
五
ペ
ー
ジ
仝
右
一
三
六
ペ
ー
ジ
,
U
o
c
T
m
K
e
H
1
1
e
 C
O
B
e
T
C
K
O
H
 B
J
i
a
C
T
H
 
a
a
 4
0
 J
i
e
T
 
B
U
m
f
>
p
a
x
 r
o
c
c
T
a
T
H
3
,
l
l
a
T
,
 
1
9
5
7
,
 
C
T
p
.
 3
2
9
.
 
七
ス
ク
516 
府
主
脳
の
主
体
的
な
欠
陥
な
ど
に
つ
い
て
く
わ
し
く
論
じ
て
い
る
。
―
ニ
―
ペ
ー
ジ
は
じ
ま
っ
た
。
切
「
経
済
学
の
諸
問
題
」
一
九
五
八
年
十
一
月
号
③
イ
・
オ
レ
イ
ニ
ク
論
文
、
「
経
済
学
の
諸
問
題
」
一
九
五
九
年
九
月
号
め
ォ
レ
イ
ー
ー
ク
論
文
に
よ
る
と
ア
ル
バ
ー
ー
ア
に
は
戦
前
工
業
生
産
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
、
仝
右
、
九
四
ペ
ー
ジ
切
A
、
B
部
門
と
重
工
業
、
軽
工
業
、
さ
ら
に
生
産
手
段
生
産
と
消
費
財
生
産
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
岡
稔
著
「
ソ
ヴ
ェ
ト
工
業
生
産
の
分
析
」
1
1
一八
I
―
二
九
ペ
ー
ジ
参
照
ノヽ7
た
と
え
ば
「
経
済
学
の
諸
問
題
」
誌
（
一
九
五
九
年
九
月
号
）
の
イ
・
オ
レ
イ
ニ
ク
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
石
油
工
業
、
化
学
、
ガ
3
 ス
、
石
油
設
備
、
ト
ラ
ク
ク
ー
そ
の
他
農
業
機
械
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
非
鉄
金
属
、
化
学
機
械
と
設
備
、
東
ド
イ
ツ
は
化
学
、
石
炭
、
精
密
機
械
、
造
船
等
等
を
中
心
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
九
八
ー
九
九
ペ
ー
ジ
。
匈
チ
ェ
n
ス
ロ
バ
キ
ア
は
工
業
が
も
っ
と
も
発
達
し
て
い
る
国
、
ブ
ル
ガ
ニ
ア
は
後
進
国
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
は
そ
の
中
位
の
国
、
中
国
は
自
国
の
み
で
全
重
工
業
を
発
達
さ
せ
て
い
る
国
で
あ
る
。
M
H
p
o
a
a
.
1
1
 
C
O
'
i
H
8
J
I
H
C
T
H
'
l
'
.
e
C
K
a
.
H
 
C
H
C
T
e
M
a
 
X
0
3
l
l
H
C
T
B
a
 rOCllJI8HH3,llaT•1958, 
t1:.}ijili!(祗
で
h
`
A
3
`
，が。
H
,q>pHW•CTpOH,_ 
ぇ
e
臼
,
C
T
B
O
C
O
l
¥
H
8
J
I
H
C
T
H
'
i
e
C
K
O
H
 a
K
O
H
O
M
H
K
H
 B
 B
e
H
r
e
p
c
K
O
H
 H
a
p
O
,
l
l
H
O
H
 
p
e
c
r
r
y
o
J
I
H
K
e
,
 
こ
の
フ
リ
シ
論
文
は
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
の
投
資
政
策
の
問
題
点
、
政
39) 
社
会
主
義
開
発
方
式
1
1
重
工
業
化
と
生
活
水
準
（
杉
本
）
（
一
九
五
九
年
十
一
月
）
七
四
